<（安田賞）受賞論文>廃仏毀釈のゆくえ : 鹿児島県日置市「妙円寺詣り」の事例 by 川路 瑞紀 & Mizuki Kawaji
<（安田賞）受賞論文>廃仏毀釈のゆくえ : 鹿児島
県日置市「妙円寺詣り」の事例
著者 川路 瑞紀
雑誌名 関西学院大学社会学部紀要
号 132
ページ 45-66
発行年 2019-10-31
URL http://hdl.handle.net/10236/00028271
序章 問題の所在
明治時代初期、日本各地において、廃仏毀釈が
行なわれていた。廃仏毀釈とは、仏教を排除し、
寺院や仏像などを破壊する政策や行動のことであ
る。
廃仏毀釈が発生した背景には、国学が大いに関
わっている。国学はもともと、日本古来の歴史
や、「万葉集」などの古典文学を研究する学問と
して始まり、盛んになった江戸時代中期頃まで
は、この意味合いで発展を遂げていた。
しかし、江戸時代後期になると、国学に宗教的
意味合いが帯び始めた。平田篤胤の影響である。
平田篤胤は 1776年生まれの国学者で、同じく国
学者である本居宣長の門人だと称していた。篤胤
は、仏教・儒教に影響されない、日本古来の精神
に帰ろうとする考え方である「復古神道」を説い
た。これが後に尊王論と繋がり、明治維新の指導
理念の一つとなった。
幕府が倒れ、明治維新を迎えた 1868年、政府
は「神仏分離令」を発布した。これは、仏教が神
道を取り入れていることにより、日本古来の惟神
の道はさまたげられているため、神社から寺院を
独立させようという目的で出された命令であっ
た。しかし、この命令は、神仏分離を過激化さ
せ、仏教を排除し攻撃しようとする廃仏毀釈を起
こす（佐伯 2003）。
廃仏毀釈は全国的にみられた運動であるが、鹿
児島県では特に過激であった。1066あった寺院
は全て廃寺となり、2964人いた僧侶も全員還俗、
さらには代々薩摩を治めていた島津家ゆかりの寺
は、ほとんど神社に変えられてしまった。現在、
すでに鹿児島県において廃仏毀釈は行なわれてい
ないが、「妙円寺詣り」という行事の中に、廃仏
毀釈の形跡が未だ残されている。
妙円寺詣りとは、旧暦 9月 14日（現在は 10月
の第 4日曜日）に、鹿児島市から日置市伊集院町
までの約 20キロメートルに渡る道のりを、歩い
て参詣する伝統行事である。「曽我の傘焼き」、
「赤穂義士伝読」とならぶ鹿児島三大行事の一つ
であり、現在でも数多くの人々がこの行事に参加
している。
本論文では、この「妙円寺詣り」を取り上げ、
廃仏毀釈が現在に残したものとは何かについて明
らかにしていく。
さて、ここで本論へ進む前に、調査地について
述べておきたい。今回調査を行なった鹿児島県日
置市は、県の西部、薩摩半島のほぼ中央に位置し
ており、2005年に伊集院町・東市来町・日吉町
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・吹上町の四つの町が合併してできた市である。
このうち、妙円寺詣りが行なわれている地域は、
旧伊集院町に位置するものである。
第 1章 妙円寺詣りの誕生
第 1節 妙円寺の誕生
妙円寺詣りは、妙円寺で始まった行事である。
妙円寺は、鹿児島県日置市伊集院町にある曹洞宗
の寺である。1390年、石屋真梁によって、長州
の守護大名であった大内義弘の息女である法智妙
円大姉の菩提寺として創立された。
1345年に、島津一族の伊集院忠国の第 11子と
して伊集院に生まれた石屋真梁は、大変優秀な禅
僧であった。16歳の頃には、京都にある五山南
禅寺において、名僧である蒙山智明のもとで学ん
だ。1394年には島津元久の招きで福昌寺の開山
となり、名声を慕って集まった門弟の数は 1500
人にも及んだとされる。晩年は兵庫県丹波にある
永澤に移り、1428年1）、死去したといわれている
（南日本新聞社鹿児島大百科事典編纂室編 1981）。
以下は、妙円寺が誕生した由来である。
丹波永澤寺の通幻寂霊禅師のもとでの修行
を終え、薩摩への帰路を急ぐ石屋真梁和尚は
その途中、長門での宿を探し歩き回ったが、
なかなか見つからない。
そこで石屋和尚は「このあたりに宿泊でき
るような御堂はないだろうか？」と一人の里
人に訪ねてみた。すると里人の言うことには
「あるにはありますが、妖怪が出ると噂がた
っており里人は決して近づきません」と言
う。和尚は「それは面白い。それならそこへ
泊ってみるか」と言い場所を教えてもらい、
その御堂に泊まることにした。
夜半になるとたちまち辺りの雰囲気が怪し
くなり、あの里人が言ったように一人の女の
幽霊が出てきた。その女の幽霊を二匹の鬼が
追いまくり責め立てるのを見て、和尚は見る
に耐えなくなった。
次の日、里人が「和尚様、昨夜は何事もな
かったでしょうか？」と聞いたので、夕べ見
たことをありのまま聞かせると、里人は言い
にくそうに話はじめた。
「実はこの地の国主、大内義弘公に法智妙円
（戒名）という子女がおられました。お亡く
なりになられましたが、供養が足らず成仏で
きずに、いまだ幽界をさまよっているとの噂
であります」と言う。
そこで石屋和尚は大内義弘の居城を訪ね昨
夜の出来事を説明した。最初は怪しみ「ちゃ
んと供養はしておるのだが？」と疑っていた
義弘であったが、大事な娘のことである。確
認の為に和尚と共に御堂に行ってみた。
すると、やはり昨夜と同じ頃に女の幽霊が
出てきた。大内義弘が「確かに自分の息女で
ある。なんとか成仏させて欲しい」と石屋和
尚に嘆願するので、その場で大法要をし、成
仏させてみせた。
石屋和尚の徳にすっかり驚嘆した大内義弘
は、この地に七堂伽藍を建て娘の菩提を弔っ
てもらえないだろうか？と嘆願したが、和尚
は、薩摩での曹洞禅宗の布教を急いでいた事
もあったのであろう。和尚は固く断った。
そこで、何にしても和尚の薩摩までの帰路
を心配した義弘は、家来の菊池一族の 60人
余りを和尚の護衛に差し向けた。
あの日以来、石屋禅師のことが頭から離れ
ない大内義弘は、長門での妙円寺建立を諦
め、これまた生粋の禅信者であった伊集院の
島津元久に頼み込み、徳重の地に妙円寺を建
てることができた。
護衛として長門より石屋和尚にお供した菊
池一族はその後、法智妙円寺の東側に妙円寺
を守る為に住み、東（ヒガシ）姓と名乗っ
た。現在でも日置市伊集院町に多い姓であ
る。
その後妙円寺は歴代島津当主の庇護を受
け、更に栄えた。石屋禅師は妙円寺住職を務
めた後、島津家歴代菩提寺の福昌寺の開山と
なった。
南林寺、慈眼寺などの大寺も建立された。
─────────────────────────────────────────────────────
１）石屋真梁の没年は、1423年の説もある（井上 1915）。
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また山口県にある、長門守護代鷲頭弘忠雄所
の名刹大寧寺も、この石屋真梁禅師開山の妙
円寺～福昌寺の流れを組む石屋派の寺であ
る。
（鹿児島県日置市妙円寺詣り発祥の禅寺・妙
円寺公式ホームページ http : //myoenji.jp/
yurai.html（2019年 1月 7日）より引用）
このようにして誕生した妙円寺は、1604年、
島津家第 17代当主である島津義弘の菩提寺に定
められた。次節では、妙円寺詣りが誕生した由来
を語る上で、なくてはならない存在である島津義
弘がどのような人物であったのかを述べていく。
第 2節 島津義弘
島津義弘は 1535年、第 15代当主島津貴久の次
男として誕生した。義弘は、島津家の基礎を築く
上で欠かせない人物の一人であった。
まず 1572年、隣接する日向の伊東義祐という
人物を、木崎原の戦いで成敗し、勢力を拡大させ
た。敗北した伊東氏は、大友義鎮が治める豊後へ
行き、援軍を要請した。それにより義弘は、1578
年に、大友氏から戦いを挑まれるが、少数勢力な
がらも勝利を収めた。これが耳川の戦いである。
以上の戦いなどから、島津氏は薩摩・大隅・日
向三州の統一を成し遂げたのだが、それがかえっ
て豊臣秀吉の薩摩攻めをまねく結果となったとい
写真 1-1 妙円寺本堂
（妙円寺発行のポストカードより）
写真 1-2 妙円寺樓門
（妙円寺発行のポストカードより）
写真 1-3 大内義弘息女の位牌
写真 1-4 石屋真梁の掛軸
（妙円寺発行のポストカードより）
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われている。1587年、大友氏の援軍要請を受け、
秀吉軍と島津軍との戦いは引き起こされた。圧倒
的な戦力を持つ秀吉軍に対し猛攻したものの、島
津軍は敗北し、秀吉の政権下となった。
豊臣の家臣となった後、義弘は、朝鮮出兵を命
令されている。朝鮮出兵は、1592年の文禄の役
と 1597年の慶長の役の二度にわたり行なわれた。
義弘は朝鮮出兵において大いなる活躍をみせ、そ
の結果、島津家は領地を加増されている（桐野
2010）。
また、朝鮮出兵は、薩摩での工芸方面におい
て、著しく影響を与えた。その一つが、薩摩焼の
大成である。義弘は、文禄の役を終え薩摩へ帰る
際、朝鮮から陶芸家を連れ帰った。そして彼らを
栗野や串木野に住まわせ、陶器を作らせた。これ
が、薩摩焼の起源である（鹿児島県編 1939）。
このように、義弘は、戦に長けていただけでな
く、文化をつくりあげることにも尽力した人物で
あった。これらの功績からだけでも、義弘がいか
に慕われやすい人物であったかを窺い知ることが
できるが、義弘の遺徳は他にも存在する。以下
は、義弘のさらなる遺徳を述べたものである。
武勇
島津家中興の偉業を完成するために二十才岩
剣城の初陣より六十六才関ヶ原の戦ひまで実
に大小五十二戦、日夜陣頭に立って三軍を叱
咤し、忠良公の評せられた如く「公は勇武絶
倫敵する者がなかった。」島津家中興の偉業
に於て其の武勳は公を以て第一とせなければ
ならない。
慈悲仁愛
公は武勇勝れた古今の英雄であったばかりで
なく、味方を愛し敵を憐むの慈悲心に富んで
居られた。諸方流浪の士を救助し亡命の士を
庇護せられた事は実に枚挙にいとまがない。
一．木崎原の合戦に於て敵陣の戦亡者の為め
に六地蔵を建て其の霊を慰められた。
（伊東塚）
二．朝鮮の役の後京都並に高野山に敵味方戦
亡者のための弔霊碑を建つ。
三．朝鮮の役の際五島氏のところから我が島
津の陣営に「兵糧が切れたから少しなり
と賜はれ」と言って来た。丁度其の時は
我が軍でも兵糧が殆んど尽きて残り少な
になって居た。家来の人々は、「兵糧は
ないと言って断るが宜しかろう」と言っ
たが、公は「武士がたまたまたのまれた
のに、兵糧がないなどと言ふべきではな
い。少しでも贈るが宜しい。」と仰せら
れ、尠い中から分けて贈られた。公の御
心中は死を共にせられる覚悟であったの
だろう。然るに二三日もしない内に国許
から津廻船で、兵糧がどっさり送り届け
られ、幸に飢餓を免れた。
敬神崇祖
島津家は三州統治の当初から敬神崇祖の範を
垂れさせられた。特に公の祖父日新公の時代
から一層其の特徴を濃厚にしたかに見える。
是れ即ち島津三十代の中に於て島津中興史と
称せられる所以でもある。公又敬神崇祖の思
想のために力を尽された。
一．公老衰の御病中に伊作八幡に参詣し度い
と言うことを幾度も幾度も仰せられるの
で、御側の者共は是非もなく春日神社に
乗物で御つれ申上げて「八幡様へ参りま
した」と申上げると、公にも御礼拝をな
されて御帰館になるのであった。すると
又々八幡へ参詣し度いと仰せ出でられる
ので、一日に両度づつは所謂八幡なる春
日神社に御参詣さるるのであった。
二．帖佐の如意殊山願成寺も義弘公が勧請せ
られた。公は朝鮮の役から帰られた後阿
弥陀千体を彫刻して之れを其の本堂に安
置せられた。
学問奨励
義弘公かかって加治木に御在城の際、加治木
の町の子供達が多数人寄り集って竹の先や木
の先に藁などを結びつけて「殿様御通り、殿
様御通り」と高声に呼ばはりながら行列の真
似をして町内を徘徊した。親たちは子供の悪
戯か余りに酷いので驚いて之れを止めたが遂
に其の事が公の耳に達し、其の悪戯を働いた
者の親達に、御用が掛って来た。親達こそ如
何なる処罰を仰付かる事かとびくびくして参
上した。公は「伜共の仕方は子供とは言ひな
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がら不屈な仕事遠流を申付ける」「四書一部
宛与ふるによって之れを読み覚えた者は早速
其の罪を宥して各々の家に帰らせる」との達
示。そして桜島、福山、谷山などの近いとこ
ろへやられた。子供達は早く我が家に帰りた
さの一念に一心不乱に四書を学んで早く読み
覚えて家に帰ることが出来た。斯くて長い者
でも二ヶ月と止まった者はなかった。
産業開発
一．義弘公は薩摩陶器の生みの親であったと
共に又育ての母であった。帖佐焼の開祖
金海に対して名と祿を賜ひ士班に列して
優遇を加へられた。苗代川焼に対しても
扶持米、功米を賜ひ、士班に列し研究費
を給して、其の研究に専念せしめられ
た。公は薩摩焼を日本の最優秀品にまで
と期待して、作品に韓万の印を捺してこ
れは御判手と言った。
二．朝鮮の役に於ける明国の人質茅国科を送
還するに当り、坊の津の、島原喜右ェ門
宗安を附して明国に到らしめ外国貿易の
事を約せしめた。又慶長十一年呂宗王に
書を送って交易を約し、同十三年には明
国の商売が薩摩に来て交易した。
君臣の情誼
朝鮮の役寒中は陣小屋に大囲炉裏を長く拵え
それに火を一杯に焚き、両方より足を差出し
火に当りながら夜を明かすを例とした。義弘
公も此時ばかりは味方の難兵と一緒に打ち交
って火に当り、更に主従の区別もなかった。
加藤清正之れを聞いて、薩州は平生主従の区
別なきまで親しみ合ふけれども、一旦表立ち
たる場合は君臣の礼儀屹と立ち分り候儀実以
て感心の外なしと褒めたそうである。
寛宏
白尾帯刀は御普請奉行として義弘公に仕へて
いた。公の老後御家の修補をされる時、丁度
冬の最中で寒さ身に沁む日にも折々御出でに
なり其の普請の下知をされた。或日帯刀は
「此の寒天に御老体でありながら御出では無
用である。たとい御出はなくとも御修補は出
来る」とつぶやいて居ると公は偶然其後に立
って居られた。帯刀は驚愕しく過言を悔い
た。やがて公より使者が来てさては御咎を蒙
るのであろう、悪くしたら御手討にでもなる
のではあるまいかと恐る恐る往って見ると、
公は「此頃の寒さ続きに毎日御苦労である。
今日は特別に寒いようぢゃ。酒をやる。此の
大杯で存分飲め」との御意であった。帯刀は
胸なでおろして喜び其の杯を拝して家宝とし
て代々伝へた。又、国分に是枝甚吉といふ者
が居た。これは大胆不敵の勇士で国分中の
人々が持て余して居た。事に依ってこの是枝
を御殺し賜はるようにと願った。すると公に
は「成程其の方等の申す通りの事はあるにし
ても、彼は敵の中に攻め入ることを何とも思
はぬ者で、緩急の場合には一虎口ほがす者で
ある。自分に対して彼の罪を堪忍して呉れ
よ。」と仰せられて彼の一命を御救ひになっ
た。
寺入り
義弘公の代よりして士人の軽罪ある者は命じ
て之を寺に入れ、僧に就いて四書を読み、以
て忠孝の道を知らしめ、自分から其の罪を悔
い改めさせるような、近代的刑罪の方法を講
ぜられた。
（「島津義弘公の御盛徳を仰ぐ」（徳重神社）
より引用）
義弘をより印象づけた出来事は、関ヶ原の戦い
であった。関ヶ原の戦いは、1600年 9月 15日、
石田三成を中心とする西軍と徳川家康を中心とす
る東軍とが行なった戦いである。
義弘は、関ヶ原の戦いの際、西軍に味方してい
た。しかし、このときの義弘の兵はわずか 200人
であった。義弘は、援軍の要請を懇願する書状を
薩摩へ送り続けた。その数は全部で 11通にも及
んだという。しかし、義弘の兄である義久達はこ
れを拒み続け、ついに最後まで組織的な動員はさ
れなかった。
ところが、義弘を慕う薩摩の兵たちが、義弘の
元へ行ってはならないと命令されていたにもかか
わらず、義弘の元へ向かっていったといわれてい
る。その結果、200人だった兵が約 1500人にま
で増加した。それでも他の軍と比べると圧倒的に
少ない兵力だったが、なんとか形にすることがで
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き、義弘は関ヶ原の戦いに参戦することになっ
た。
関ヶ原の戦いが始まって以降、西軍と東軍は一
進一退の戦いを続けていた。
一方、義弘率いる島津の兵は、自分から動こう
とせず、陣を組んで、自分のところに攻めてくる
兵たちを迎え撃つという受け身の戦法をとってい
た。
状況が大きく変わったのは、午後 2時頃、小早
川秀秋が寝返ったときからである。かなりの軍が
敵側へ回ったことで、たちまち西軍は劣勢となっ
た。その結果、三成も前線から退き、東軍の勝利
が漂い始めるようになった。
そこで、周りを敵に囲まれていた島津軍は、敵
に背を向けて逃げるのではなく、敵の中を堂々と
突破し逃亡することを選んだ。「島津の退き口」
と呼ばれる方法である。
必死に逃げ帰ろうとする島津軍を、東軍は許す
はずもなく、追撃を命じた。それを受け、義弘を
慕う兵たちは、自分たちが犠牲になろうという戦
法をとり、義弘を生きて薩摩へ帰すために尽力し
た。おそらく全体の三分の二が戦死および行方不
明になったのではないかと考えられており、いか
に「島津の退き口」が数多くの犠牲を伴って完遂
されたかが分かる。
こうして義弘は奇跡的に生き残り、堺の港から
無事に薩摩へ帰ることができた。義弘が戦場を離
脱してから 19日後のことであり、距離は海路を
含めて千数百キロにも及んだという（桐野 2010）。
関ヶ原の戦いは東軍が勝利を収めて終了し、徳
川家康の世がやってきた。その後、義弘は、西軍
に味方していたにもかかわらず、家康から島津家
の領土を安堵することを約束してもらった。その
理由は、島津家の粘り強い交渉があったことや、
朝鮮の役の島津軍が大活躍であったこと、島津勢
の決死の敵中突破が認められたこと、薩摩藩を通
じての琉球貿易をすること、家康が征夷大将軍の
地位を早く望んだことなどが考えられている
（「鹿児島三大行事 妙円寺詣り」伊集院歴史を語
る会）。
義弘が、妙円寺を菩提寺と定めたのは、関ヶ原
の戦いから 4年経った 1604年のことであった。
『日本歴史地名大系 第 47巻（鹿児島県の地名）』
によると、妙円寺はそれまでに、寺社勘落政策に
より寺領が没収され、修理不能となり荒廃してい
たが、義弘が自身の菩提寺に定めたことで、寺領
500石を寄進し、伽藍を復興させた。なお、義弘
の木像は、堂宇新造のときに安置されたといわれ
ている（平凡社地方資料センター編 1998）。
そして、1607年に、義弘の夫人である実窓芳
真大姉が亡くなると、義弘は妙円寺の境内東側に
葬り、その側に建立した芳真軒を菩提寺に定め
た2）（伊集院町誌編さん委員会編 2002）。
その後、義弘は、晩年を大隅の加治木で過ご
し、1619年、85歳で死去した。このとき、義弘
のあとを追って 13人の家臣が殉死した。この 13
人の墓は、義弘を祀った妙円寺にて建てられるこ
─────────────────────────────────────────────────────
２）実窓芳真大姉の位牌は、現在、妙円寺に安置されている。
写真 1-5 島津軍の推定背進路
＊「鹿児島三大行事妙円寺詣り」（伊集院歴史を語る
会）より
写真 1-6 伊集院駅前の島津義弘公像
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とになった3）（桐野 2010）。
第 3節 妙円寺詣りの誕生
前節で、関ヶ原の戦いの際、義弘が壮絶な逃亡
を遂げたことを述べたが、この苦戦を偲び、関ヶ
原の戦いの前夜である 9月 14日に、鹿児島城下
の武士たちが、鹿児島市内から妙円寺までの往復
40キロメートルの道のりを参詣したことで始ま
った行事が「妙円寺詣り」である。妙円寺詣り自
体が、いつから始まったものであるのかについて
は、明確にはなっていない。しかし、内倉昭文に
よって書かれた「『曽我（どん）の“かさたき”』
考－『誤説』の訂正と『仮説』の提示」という論
文の中で、妙円寺詣りの開始時期についての考察
がなされている。
妙円寺詣りの様子が記載されている史料は、数
多く存在する。その中でも、最古の史料とされて
いるのは、「新納久仰雑譜」の中にある 1828年の
記述である。この史料には、新納久仰が 9月 14
日の夜に妙円寺へ参詣した途中で、鎧武者等の大
勢の参詣者に出会ったことがわかる箇所がある。
ここから、妙円寺詣りがこの年から突然盛んにな
ったとは考えにくく、それ以前から恒例的に行な
われていただろうと考えられる。そのため、妙円
寺詣りは、少なくともその数年以上前には開始さ
れていただろうという考察がなされている。
また、妙円寺詣りが、義弘が亡くなって間もな
い頃、つまり江戸時代初期に始まったという説が
現在も伝わっているが、その説は不可能なのでは
ないかという考察が、内倉によってなされてい
る。
その考察の根拠は、江戸時代初期において、徳
川方に敵対した関ヶ原の戦いでの島津軍の苦難を
偲び、あるいは勇猛や奮闘ぶりを讃えることに
は、幕府の「武断政治」の方針、幕府と各藩の力
関係を考えれば、強い憚りがあったのではないか
と推測されるためである。実際に、関ヶ原の戦い
を描いた屏風や絵巻等が、東軍側であった各藩に
は見られたのに対し、西軍側に属した島津家には
伝存されていないことが指摘されている。
幕府と薩摩藩のそのような関係が大きく変化
─────────────────────────────────────────────────────
３）現在、殉死した 13人の墓は、徳重神社に建っている。
写真 1-7 島津義弘公の位牌
写真 1-8 実窓芳真大姉の位牌
写真 1-9 島津義弘公殉死者 13名地蔵塔
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し、関ヶ原の戦いと強い結びつきのある妙円寺詣
りが大々的に行なえるようになったのは、1700
年代に入ってからではないだろうかと考えられて
いる。なぜなら、その当時、薩摩藩と将軍家とが
婚姻することで、強い結びつきが生まれるように
なったためである。具体的には、1729年、第 8
代将軍徳川吉宗の養女（元第 5代将軍綱吉の養
女）の竹姫が、薩摩藩第 5代藩主島津継豊の夫人
として輿入れしたことや、1789年に、第 8代薩
摩藩主島津重豪の娘である茂姫が、結果として第
11代将軍徳川家斉へ嫁いだこと等が挙げられる。
以上のことを踏まえたうえで、内倉は、妙円寺
詣りの開始時期として考えられるのは、島津重豪
が権力を握っていた時代、つまり 1800年代以降
なのではないだろうかと推測している。島津重豪
は、1755年に第 25代薩摩藩主となってから 1833
年に亡くなるまでの約 80年もの長い間、強い影
響力を持ち続けた人物である。また、重豪は、中
央における権勢を持ち合わせており、さらに、そ
れらの結果としての「ネットワーク網」の広さに
加えて、「開化政策」と呼ばれる一連の諸政策を
行なった人物であることを重要視した上での推測
である。
では、妙円寺詣りが具体的にいつ開始したのか
についての考察であるが、内倉は、それが 1800
年代以降に始まったのであれば、その一つの契機
の可能性として、島津義弘の「二百年忌」あたり
くらいからではないかと考えている。
その根拠の一つとして、内容は、「旧記雑録追
録七」に、1818年 7月、島津義弘 200年忌法事
が妙円寺で執り行われたことが書かれた記事が載
っていることをあげている。歴代藩主・当主の年
忌は島津家、薩摩藩の重要な祭祀であり、このよ
うな法事は義弘に限ったことではないが、しかし
ながらその際には加治木の近隣である蒲生郷で、
それにちなんだ行事が行なわれていることを述べ
ている。
また、『伊集院町誌』は、1806年に藩主島津斉
宣が自筆の「伏波」の額を妙円寺に奉納したとい
う記述が残されていることを指摘しているが、内
倉は、これが妙円寺詣り発祥の一つの契機に成り
得たかどうかは、何とも言えないとしている（内
倉 2012）。
このように、妙円寺詣りが始まった時期ははっ
きりとはしていない4）。しかし、江戸時代後期に
は「郷中教育」のもとで育った青少年たちを中心
に、心身の鍛錬を目的として行なわれていたこと
はわかっている。あの西郷隆盛や大久保利通たち
も、1848年に、加治屋郷中の者たちと妙円寺詣
りに参加していたとわかる記述が、『大久保利通
日記下巻復刻版』（大久保 2007）で確認できる。
ここで、「郷中教育」とは何かについて述べて
おく。『鹿児島大百科事典』によると、郷中教育
とは、薩摩藩の独特な青少年教育のことを指す。
「郷中」は区域のことを示しているものの、江戸
時代には同じ区域の青少年の錬成を目的とした団
体のことを指した。
郷中は、豊臣秀吉の朝鮮の役にあたって、留守
を預かる新納忠元らが、青少年の風儀の乱れをた
だすために、二才（14、5歳～24、5歳くらいま
での男性）が集まって士道を錬磨する組織をつく
ったことから始まったとされている。
江戸時代になり、郷中は段々と整備されるよう
になった。島津重豪の時代には、藩校が創立され
たことにより、郷中教育と藩校教育という二重の
教育が、青少年に対して行なわれるようになり、
第 28代当主である島津斉彬は、藩政改革に力を
つくし、郷中の改善にも力を注いだ。
郷中の成員は、稚児・二才・長老からなる。稚
児はさらに小稚児と長稚児に分かれる。小稚児は
6、7歳から 10歳まで、長稚児は 11歳から 14、5
歳までのことをいった。二才は、前述したとお
り、14、5歳から 24、5歳までの男性を指し、長
老は妻帯した先輩のことをいう。また、稚児には
─────────────────────────────────────────────────────
４）なお、妙円寺の住職が語る妙円寺詣りの由来についての次のような話がある。江戸時代後期、つまり徳川幕府が
倒れる頃、薩摩の若い藩士が、海外留学に行く傾向にあった。その中には、五代友厚などもいたとされる。彼ら
が渡航する際、串木野にある港を使用していた。当時の船は決して強い造りであるとは言えず、嵐がきたときに
は沈没する可能性も大いに考えられた。そのため、半世紀ほど戦に身を捧げたにもかかわらず、大した怪我もな
かったという島津義弘の強運にあやかろうとした留学生たちが、串木野の通り道にある妙円寺にお参りし、位牌
の前で参拝するようになった、というものである。
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稚児頭、二才には二才頭（郷中頭）と呼ばれる者
がいた。
二才同士は、お互いに切磋琢磨しあい、郷中で
起こった全ての問題は彼らが処理し、どうしても
処理できない場合のみ、長老に相談するという形
をとっていた。彼らの年功序列は厳しいものであ
ったが、非常に親しい交際が行なわれていたとい
われている。
郷中教育には、四つの特徴が挙げられる。一つ
は、島津忠良がつくった『いろは歌』の「古えの
道を聞いても唱えてもわが行いにせずば甲斐な
し」にあるような実践的な教育、学んだことを実
践する教育であったこと。二つめは、地域社会が
自発的に実践した集団教育であったこと。三つめ
は、年齢集団的な段階的な集団教育であり、二才
・長稚児・子稚児の順で教えながら、教えるもの
も教えられるという教育であったこと。そして四
つめとして、「山坂達者」を志向した鍛錬教育に
よって、多くの人材を送り出し、それらの人物が
明治維新で指導的な役割を果たしたことが挙げら
れている（南日本新聞社鹿児島大百科事典編纂室
編 1981）。
また、『郷中教育の研究』では、二才たちがど
のように妙円寺詣りに参加していたのかについて
述べられている。
二才たちは、妙円寺詣りの当日である 9月 14
日の夕方から、鎧や兜、陣羽織、烏帽子を身につ
けながら隊列を作り、妙円寺へと向かったとい
う。その光景はまるで戦へ出陣するかのようにも
見えたといわれている。早く家を出た者と遅く家
を出た者とが、行き会ってはお互いに勇ましく声
を掛け励まし合いながら、夜の道を歩く。そし
て、無事に妙円寺に着けば、今度は来た道を帰
る。ようやく城下に着いたときには、太陽が昇っ
てくる頃だったといわれている。
郷中時代においては、参詣から帰った 15日の
夜にも、先輩も二才も皆座って、「關ヶ原合戰記」
を輪読し、稚児たちはそれを熱心に聞くといった
ことが行なわれていた。郷中によっては、前夜に
徹夜して参詣するにもかかわらず、戻ってから、
日中は武道の稽古をし、晩にはまた徹夜で輪読を
したところもあったという（松本 1978）。
明治時代になると、郷中教育の考えは「学舎」
に受け継がれ、おのずと妙円寺詣りもその学舎を
中心に行なわれるようになっていくのだが、この
点については、後で詳しく述べていくことにした
い。
第 2章 妙円寺から徳重神社へ
第 1節 廃仏毀釈
まず、廃仏毀釈について述べていく前に、薩摩
での一向宗（浄土真宗）弾圧について触れておき
たい。
鎌倉時代に、親鸞によって開かれた一向宗は全
国に布教され、次第に薩摩にも入ってくるように
なった。しかし、後に一向宗は厳しい弾圧を受け
ることとなった。1601年には、島津義久、義弘、
家久連署で一向宗を禁止する旨の命令が出されて
いる。これが、島津家が直々に命じた初めての禁
止令であった。
弾圧は 1876年に信教の自由が認められるまで
続いた。その間、一向宗信者は壮絶な仕打ちを受
け続けた。それでもなお、隠れて信仰する者が後
を絶たず、隠れ念仏の風習が生じた。
一向宗の教えは、他の仏教の教えとは違ってい
た。それは、阿弥陀如来の前では主上でも臣下で
もみな平等であり、身分の上下はないといった内
容のものであった。これは、封建制度が主であっ
た時代において、決して認められることのない考
えであった。
対して、庶民にはこの教えは理解されやすく、
信仰する者が数多くいた。それが、ついには巨大
な勢力へ成長し、一向一揆などの反抗を起こすよ
うになり、これらの反抗を恐れた為政者たちは、
一向宗の弾圧を決定した。そして、薩摩において
も、これが大きな要因となり、一向宗の弾圧は断
行された（佐伯 2003）。
また、『鹿児島百年 上（幕末編）』では、薩摩
において一向宗弾圧が行なわれた理由についてま
とめられている。一つは、伊集院幸侃が一向宗信
者であったためだという説である。幸侃は、島津
と対立する一大勢力であり、豊臣秀吉からの受け
も良い人物であった。島津義弘の弟である歳久が
秀吉によって殺されたのにも幸侃が関わっていた
とされ、島津から宿敵視されるようになった。つ
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いに島津の家臣によって幸侃は討たれたが、幸侃
の影響によって一向宗の印象は良くないものとな
ってしまったのである。
その他に考えられる理由として、豊臣秀吉の薩
摩攻めの際、一向宗信者が、道案内などの手引き
をしたためだという説や、他の禅宗、真言宗、天
台宗などが、一向宗を恐れて、藩をそそのかした
ためという説等が挙げられている（南日本新聞社
編 1968）。
薩摩において、これらの要因から起こったと考
えられる一向宗の弾圧は、凄まじいものであっ
た。一向宗を信仰している者は、それだけで罰を
受けなければならなかった。軽い罰だと、転宗を
強制されるが、それでも一生前科者の扱いを受け
ることになった。重い罪だと、死罪やはりつけ、
流罪などがあり、武士は農民に、農民は下人に
と、一つ身分を落とされる場合もあった。
一度でも一向宗を信仰しているかもしれないと
疑われると、役人から拷問を受けさせられた。代
表的な拷問方法は、「石抱き」と呼ばれるもので
ある。三角の割木に、容疑者を正座させ、膝の間
に三角の割木を挟み、幅 30センチ、長さ 1メー
トル、厚さ 10センチ、重さ約 4キロの平たい石
を、一枚二枚と重ねていき、前後に揺らすという
方法である。
この拷問は、最悪の場合死に至るほど厳しいも
のであったので、キリシタンや主殺しなどの重罪
人が受けさせられたものだといわれているが、薩
摩では一向宗信者も同等の重罪人であると判断さ
れたため、この拷問が行なわれていた。これらの
拷問に耐え切れなくなった者は、自分が一向宗信
者であることを自白し、罰を受けた（五木 2005、
佐伯 2003）。
他の仏教徒は、この一向宗の弾圧を目の当たり
にしていた。廃仏毀釈が始まり、仏教が弾圧され
るようになっても反抗できなかったのは、このこ
とが要因の一つとなっているのではないかと考え
られている（南日本新聞社編 1968）。
薩摩では、1868年、島津家第 27代目当主であ
る島津斉興の第 5男として生まれた島津久光の手
によって、廃仏毀釈は断行された（佐伯 2003）。
そこには、多くの理由が存在した。『鹿児島県史
第 3巻』では、薩摩において廃仏毀釈が起こった
背景について述べられている。
第一に、排仏的思想を激化させたのは、やはり
国学者の運動であった。復古神道を説き、仏教を
排除しようとした平田篤胤の影響が、薩摩にも及
んだのである。
平田門下などの影響により、復古神道が薩摩に
入ってきたことで、おのずと仏教を排除しようと
する思想も広がったことは想像に難くないが、そ
れに加えて重要であったのが、藩主がこの学説を
受け入れていたことであった。たとえば、前章で
触れた島津重豪も、平田と交流があったといわれ
ており、また、第 11代目藩主の島津斉彬も、国
学を大いに鼓吹したという。藩主が復古神道派の
説を受け入れ、藩の教育方針に影響を与えたこと
により、藩全体が排仏思想に傾き、僧侶もそれに
抵抗し難い状況になっていたのではないかと考え
られている。
このような状況下において、排仏思想の導火線
となったのは、島津斉彬の思想であった。斉彬
は、水戸藩が寺院改正令を出し、寺の鐘を全て除
いたという情報を耳にした。この考えに影響され
た斉彬は、薩摩でも報時鐘を除く梵鐘を取り除
き、武器製造に充てようと考えた。ところが、斉
彬が急死したことにより、この計画は実現しなか
った。とはいえその後も、この考え自体は残り続
け、次第に、仏教を排除しようという考えは斉彬
の遺志によって出されたものであると考えられる
ようになったのである。
その後、1865年に、藩の少壮者たちが、水戸
藩に倣って、廃仏し僧侶を還俗させるべきだとい
う考えを、当時家老であった桂久武に建議した。
桂は尊王党であったため、これに大いに賛同し、
第 12代目藩主島津忠義や島津久光にも報告した。
彼らもこの考えに異論を示さなかった。そして、
桂は、自らこの政策の指揮を執り、薩摩における
国学の中心人物である後醍院真柱らに、寺院処分
のための取り調べを命じた。
調査が進行する過程で、排仏的思想を具現化し
ようとする動きが、藩全体へと伝わっていった。
そして、最も早くこのことを聞き入れた蒲生郷の
役人が、自主的に寺院を廃そうと動き出したので
あった。蒲生郷では、寺院を排除した跡地を、砲
術訓練所や文武両館を建てる土地として充てたい
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と考えていた。この考えをもっていたのは、もち
ろん蒲生郷だけではなく、翌明治元年になると、
廃仏毀釈は領内に広がっていった。
以上のように、排仏的思想は、理論上の要因だ
けで起きたとはいえない。幕末の混乱時に、特に
薩摩では、武力を強化させる必要があると強く考
えられていた。したがって、廃寺によって得られ
る財源を軍備へと回したかったという経済的要因
も大きかっただろうと考えられている（鹿児島県
編 1941）。
『鹿児島百年 上（幕末編）』によれば、その他
にも、神職たちが元々不満を持っていたことも廃
仏毀釈の要因となっていると考えられている。他
国の神職は、地位が高く、世間もそれを認めてい
る状況にあった。しかし、薩摩では、神職が職能
も低く、肩身が狭い環境に置かれていた。こうい
った扱いを受けているのは、仏のせいだと考える
神職が多くいたと考えられているのである。
こうした要因から、廃仏毀釈が行動に移された
結果、同じく『鹿児島百年 上（幕末編）』によれ
ば、かつては 1066あった寺院が全て廃寺となり、
2964名いた僧侶も全員還俗する事態となった
（南日本新聞社編 1968）。
還俗した僧侶は、その後、少壮者は兵役へ服す
ことになり、学識がある者は教師になった。その
他の老年たちは養育料を受け取ることになった。
三分の一の者が、兵士になったとされる。また、
寺院に与えられていた禄は軍備へと充てられ、仏
具や梵鐘などは武器へと変えられた。
さらに、木像などは焼かれ、石像は破壊され
た。多くの石像は、川の護岸や溜池工事の底石と
して使用され、形さえも残っていない。これらの
行為は、寺院のみが受けたのではなく、個人まで
もが受けることになった。
その他にも、島津家歴代藩主を仏式で祀ってい
たが、神式へと変更、中元や盂蘭盆会の禁止等が
行なわれた。さらには 1869年に死去した藩主島
津忠義の夫人である䕖子の葬儀を、今までの仏式
を改め、神式をもって行なうという告示もなされ
た。これは、島津家が仏教から絶縁した宣言であ
ると受け取られたため、とても大きな出来事であ
った（鹿児島県編 1941、南日本新聞社編 1968）。
こうして、1869年末には、薩摩における仏教
は全て排除された。すでに廃仏毀釈を断行してい
た水戸藩では、民衆から多くの苦情が出たという
情報を得ていたため、そうならないように速やか
に事を実行する予定だったにもかかわらず、全て
の仏教を排除するのにかかった月日は、3、4年
にもなった。
島津久光が行なった廃仏毀釈は以上のことばか
りではない。島津家歴代当主の菩提寺を、全て神
社に変えるという行為も実行に移した。具体例を
挙げると、島津忠良の菩提寺である日新寺は竹田
神社に、島津貴久の菩提寺である南林寺は松尾神
社に、島津義久の菩提寺である妙谷寺は太平神社
に変更された。また、島津家歴代当主の菩提寺で
ある福昌寺も廃寺となり、島津家の先祖を祀るた
めに鶴嶺神社が創建された。また、島津斉彬は照
国神社で祀られた（佐伯 2003）。
そして、それは、島津義弘の菩提寺であった妙
円寺も決して例外ではなかった。廃寺となった妙
円寺は、後に徳重神社へと姿を変えることになっ
たのである。
第 2節 妙円寺と徳重神社
妙円寺が廃寺となったのは、1869年のことで
あった。当時、妙円寺の敷地は、島津義弘が菩提
寺に定めた際に寄進した 500石であった。
妙円寺の住職の話によれば、妙円寺は、もとも
と神仏習合の寺院であった。そのため、妙円寺の
中にも鳥居があり、神主も存在していたという。
しかし、この鳥居は日本古来の神を祀っていたの
ではなく、仏教の守護神を祀るものであった。藩
はこの分ける必要のない神と仏を分離させ、寺を
破壊するに至った。
なお、神仏が混淆していた寺は妙円寺だけでは
なく、むしろほとんどの寺院が神仏習合の形をと
っていた。これらの神仏習合の寺院から、神と仏
を分離させようとする作業は決して容易なもので
はなく、廃仏毀釈において最も手のかかる作業で
あったといわれている。なぜなら、仏像を御神体
としていた神社が多く、これらはいちいち新たに
神鏡を造って取り替えさせる必要があったからで
ある。霧島や鹿児島の両神社もほぼ同様の状況で
あったが、大隅国にある奈毛木の杜の蛭子神社の
みが古い神鏡を神体とし、神仏混淆の形跡がなか
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妙円寺
徳重神社
ったと伝えられている（鹿児島県編 1941）。
妙円寺廃寺の同年、廃寺した妙円寺の跡地に建
てられたものが徳重神社であった。祭神は島津義
弘公であり、神号は「精矛厳健雄命」であった。
そして、御神体となったのが、それまで妙円寺で
安置されていた島津義弘の木像である。この木像
は、京都の仏師である康厳に彫刻させたものであ
った。
廃仏毀釈が断行され、ついに仏教を排除しよう
とする状況は整ったかにみえた。しかし、長年続
いた民間の仏教信仰は、寺院の破壊や僧侶の還俗
をもってしても容易に抑止することは不可能であ
った。1876年には、信教の自由を許す旨の令達
が発せられたことにより、廃仏毀釈の政策は放棄
され、従来禁止され続けてきた一向宗でさえも公
認されることになった。
そして、妙円寺も、1880年に、徳重神社の西
向かいに再興される運びとなった。
廃仏毀釈が行なわれたことで、妙円寺に奉納さ
れていた寺宝類も破壊され、残されていないかと
思われたが、実際はそうではなかった。妙円寺の
住職によれば、曹洞宗の檀家は士族の者が多かっ
たため、度胸が据わっている者が多かったのか、
檀家たちが、廃仏毀釈が始まる前に、妙円寺から
初代の仏像や位牌などを持ち出してぞれぞれの家
の床下に隠していたそうである。そのことが幸い
し、これらの寺宝は、現在も残されている。これ
らの行動は、檀家たちが、仏教が決して滅びるこ
図 2-1 妙円寺と徳重神社
＊国土地理院 1 : 50000地形図「伊集院」（2006年発行）をもとに作成
写真 2-1 徳重神社
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とはないと信じていたからこそ起こせたものであ
るだろうと住職は語った。
また、住職は、これらの寺宝が残っていなけれ
ば、妙円寺が再興していることを、誰も信じてく
れなかったかもしれないとも語った。実際に、再
建された妙円寺と以前あった妙円寺とは別物なの
ではないかと主張した人がいたそうである。しか
し、これらの寺宝が残存していたために、次第に
こういった声も消滅していき、現在も価値を残す
ことができているという。
第 3節 廃仏毀釈後の妙円寺詣り
妙円寺詣りは、妙円寺に参拝する形で始まり、
その形を保ったままずっと続けられてきた。とこ
ろが、廃仏毀釈が始まり、1869年に妙円寺が廃
寺となると、その跡地に創建された徳重神社に参
拝する形がとられるようになった。
その後、信教の自由が許されるようになると、
妙円寺は再興した。このとき、妙円寺詣りは妙円
寺に参拝する形に戻らず、そのまま徳重神社に参
拝する形が継続された。
参拝する層は、明治以前には、郷中教育を受け
ている青少年たちが中心となって参拝していたの
は前述したとおりであるが、明治以降も、青少年
が中心となって参拝したことに変わりはなかっ
た。だが、明治維新という時代の変化を受け、郷
中教育は学舎教育へと変化を遂げた。
学舎教育は、明治の新しい学制によって発足し
た当時の学校の不備を補うために、郷中教育の伝
統を受け継ぐ鹿児島独自の新しい教育形態として
成立した。
各郷中では、廃仏毀釈の結果生まれた廃寺を利
用して集会所に当てたり、学校ができると、終業
後の校舎を利用したりして郷中教育を行なってい
た。征韓論後の 1874年には、西郷隆盛に続いて
辞職帰郷した鹿児島出身の軍人・文官である青年
たちに、一定の方向を与え指導教育するために
「私学校」が建てられ、郷中教育の伝統を受け継
いだ。しかし、西南戦争により、青少年の多くは
失われ、学校も焼失した。これをみた先輩有志に
よって、郷中教育の伝統を受け継ぐ青少年教育の
拠点施設として、「学舎」が創立された。
学舎に所属する者は、学齢以上 22、3歳までの
男子とした。彼らは、勉学はもちろん、武道にも
打ち込む日々を送った（南日本新聞社鹿児島大百
科事典編纂室編 1981）。
学舎教育が生まれたことで、舎ごとに妙円寺詣
りが行なわれ始めた。そして次第に伊集院近郊の
舎も参加するようになり、後には小中学校による
団体参詣が行なわれた（伊集院町誌編さん委員会
編 2002）。
また、日置市役所によれば、時代が変わり大正
期に入ると、妙円寺詣りがさらに活発化したであ
ろう様子が窺えるという。
まず、『鹿児島市史第 2』によれば、1913年に、
鹿児島本線（当時は川内線）の鹿児島から東市来
写真 2-2 石屋禅師の木像（中央）と、弟子の竹居正
猷大和尚（左）と愚丘妙智大和尚（右）の
木像
写真 2-3 妙円寺の本堂内
（妙円寺発行のポストカードより）
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間が開通した（鹿児島市史編さん委員会編
1970）。この結果、妙円寺詣りを見に来る人々が
増加し、妙円寺詣りに観光的要素がみられるよう
になったという。
また、つくられた正確な時期は不明だが、妙円
寺詣りならではのお土産がないということで、
「伊集院饅頭」がつくられるようになり、妙円寺
詣りのお土産に伊集院饅頭を買う人が多くなっ
た。
次に、1915年には、妙円寺詣りの歌が作成さ
れた。歌詞は、関ヶ原の戦いが始まってからの島
津軍の行動や、敵中突破の様子、後には義弘の感
慨や薩摩武士を讃える内容となっており、全部で
22番まである。
作詞は、知覧町郡出身で女子師範学校（現在の
鹿児島大学教育学部の前身）の付属小学校の教員
である池上真澄が担当し、作曲は、男子師範学校
の教員である佐藤茂助によってなされた（伊集院
町誌編さん委員会編 2002）。
同年に鹿児島新聞社（現在は南日本新聞社）か
ら発行された新聞には、当時の青少年たちが、新
作の軍歌を歌いながら、伊集院に向かって参詣し
たことがわかる記事が載せられている。
妙円寺詣りの歌の歌詞は、以下のとおりであ
る。
1．明くれど閉ざす 雲暗く
薄（すすき）かるかや そよがせて
嵐はさっと 吹き渡り
万馬いななく 声高し
2．銃雷（つついかずち）と 轟けば
太刀稲妻と きらめきつ
天下分目の 戦いは
今や開けぬ 関ヶ原
3．石田しきりに 促せど
更に動かぬ 島津勢
占むる小池の 陣営に
鉄甲堅く よろうなり
4．名だたる敵の 井伊本多
霧にまぎれて 寄せ来るや
我が昌厳（しょうがん）ら 待ち伏せて
縦横無尽に 駆け散らす
5．東軍威望の 恃（たの）みあり
西軍恩義に よりて立つ
二十余万の 総勢の
勝敗何れに 決せんや
6．戦い今や たけなわの
折りしも醜（しこ）の 小早川
松尾山を 駆けくだり
刃返すぞ 恨めしき
7．前に後に 支えかね
大勢すでに 崩るれど
精鋭一千 われ独り
猛虎負嵎（もうこふぐう）の威を振るう
8．蹴たてて 駒の行くところ
踏みしだかれぬ 草もなく
西軍ために 気負い来て
靡（なび）くや敵の 旗の色
9．家康いたく 荒立ちて
自ら雌雄を 決せんと
関東勢を 打ちこぞり
雲霞（うんか）の如く 攻めかかる
10．掛かれ進めと 惟新公
耳につんざく 雄叫びに
勇む隼人の 切先の
水もたまらぬ 鋭さよ
11．払えば 又も寄せ来り
寄すれば 又も切りまくり
剛は鬼神を 挫けども
我の寡勢を 如何にせん
12．運命何れ 生か死か
ここを先途と 鞭振るい
奮迅敵の 中堅に
活路（みち）を求めて 駆け込ます
13．譜代恩顧の 将卒ら
国家（くに）の存亡 この時と
鎬（しのぎ）を削る 鬨（とき）の声
天に轟き 地にふるう
14．篠を束ねて 降る雨に
横とう屍 湧く血潮
風なまぐさく 吹き巻きて
修羅の巷の それなれや
15．薙（な）げど仆（たお）せど 敵兵の
重なり来る 烏頭坂
たばしる矢玉 音凄く
危機は刻々 迫るなり
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16．骸も染みて 猩々緋（しょうじょうひ）
御楯となりし 豊久を
見るや敵兵 且つ勇み
群がり寄する 足速し
17．賜いし御旗 振りかざし
阿多長寿院（あたちょうじゅいん） 駆け入
りて
兵庫入道 最期ぞと
名乗る雄々しき 老の果
18．欺かれたる 悔しさに
息をもつかず 忠吉ら
くつわ並べて 追い来しが
返す我が余威 また猛し
19．牧田川添い ひと筋に
行く行く敵を 蹴散らして
駒野峠の 夜に紛れ
伊勢路さしてぞ 落ち給う
20．献策遂に 容れられず
六十余年の 生涯に
初めて不覚を 取らしたる
公の無念や 嗚呼如何に
21．興亡総べて 夢なれど
敵に背（そびら）を 見せざりし
壮烈無比の 薩摩武士
誉れは永久に 匂うなり
22．無心の蔓草（つるくさ） 今もなお
勇士の血潮に 茂るらん
仰げば月色 縹渺（ひょうびょう）と
転（うた）た往時の 懐かしや
（鹿児島県日置市公式ホームページ（2019年
1月 7日）より引用）
https : / / www. city. hioki. kagoshima. jp / kanko /
kankou / asobu / event-calendar / oct / documents /
myoenjimairi_kashi.pdf
また、1925年には、鹿児島新聞社の大塚伊集
院支局長の提案により、支局主催による、第一回
剣道大会が奉納された。鹿児島県内の小学生が数
多く参加し、盛大に行なわれた。
妙円寺詣りは、日本が戦争期に突入しても、継
続的に行なわれていた。次第に、軍事的意味合い
も加味されるようになっていたため、戦争を促進
する効果があったのではないかと思われる。その
反面、戦後になると、妙円寺詣りは軍国主義的な
ものであるとみなされ、しばらくの間中断される
ことになった（伊集院町誌編さん委員会編 2002）。
そして、1950-51年頃になると、島津義弘を偲
ぶという形で、妙円寺詣りは復活を遂げた。ま
た、当初、奉納行事としてあった剣道大会も、時
期は不明だが、行政が関与するようになり、随
時、種目を充実させ現在の「妙円寺詣り行事大
会」になった。
そして、昭和期には、妙円寺詣りが学校行事の
一環として組み込まれ、鹿児島市内の学生たちが
こぞって参加するようになった。あまりにも多く
の学生が参加したため、参道が行き来できない程
だったという。
写真 2-4 伊集院饅頭
写真 2-5 「妙円寺詣りの歌」の歌碑（徳重神社境内）
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第 3章 妙円寺詣りの現在
第 1節 妙円寺の見解
廃仏毀釈が断行された際、寺院にある木像は燃
やせというのが、上からの命令であった。しか
し、妙円寺にあった島津義弘の木像は、焼かれ
ず、そのまま徳重神社の御神体になった。それは
なぜなのか。妙円寺側は、木像は島津義弘が座禅
を組んでいる僧体であったにもかかわらず、廃仏
毀釈を断行する側がそれを知らなかったからでは
ないかと推測している。
木像が御神体となったことで焼かれずに残った
のは良かったことだが、木像が徳重神社にあり続
けているからこそ、妙円寺が復興した後も、妙円
寺詣りの際に徳重神社へ参拝する形が続いてい
る。
また、妙円寺詣りに関する情報を載せている資
料が妙円寺以外の者の手によって作成されたのだ
が、そこに載っている妙円寺に関する表現には問
題があった。それは、「妙円寺詣りは、廃仏毀釈
で妙円寺が廃寺になったあと徳重神社に参ってい
ます」という表現だけが載せられ、「妙円寺は復
興しています」という表現が無かったことであ
る。その結果、妙円寺と徳重神社は同じものだと
勘違いしてしまう人々がおり、妙円寺側にいくつ
かの問題が生じた。
その一つに、妙円寺で受けたいと考えていた祈
祷を、徳重神社で受けてしまう人がいたというも
のがある。妙円寺は、毎年 2月 3日と 4日に、厄
払いの祈祷を行なっている。約 1000件の申し込
みがあるのだが、その一部の人々が、間違えて徳
重神社の方へ行ってしまったことがあったのだそ
うだ。後に、その人々から事情を聞いてみると、
妙円寺に行くつもりだったのだが、妙円寺と徳重
神社が同じだと勘違いしており、徳重神社の方へ
行ってしまったと言われたのだという。
その他にも、徳重神社で買ったお守りを、妙円
寺に求めてくる人がいたというものがある。ある
日、妙円寺宛てに手紙が送られてきたそうだ。そ
こには、以前に妙円寺で購入したお守りと同じも
のが欲しいので、送って欲しいという旨が書かれ
ており、そのお守りを撮影した写真も添えられて
いた。その写真をよく見てみると、そのお守りに
は「徳重神社」の文字が書かれていたそうであ
る。
これらの問題が起きたのは、妙円寺と徳重神社
を区別して伝えてこなかった市に非があるのでは
ないかと、妙円寺側は考えている。妙円寺側は、
妙円寺が復興しているという正しい歴史を伝えて
欲しいと強く願っている。いまさら徳重神社の境
内を返して欲しいとは考えておらず、また、「妙
円寺詣り」の名称を、「徳重神社詣り」や「義弘
祭」等に変更して欲しい気持ちもあるが、現実的
にそうはできないことも理解している。
実際に、正しい歴史を知っている人々は、妙円
寺詣りの際に妙円寺にも参拝するという。学舎で
も、ほとんどの舎は徳重神社しか参拝しない中
で、3、4舎ほどは妙円寺にも参拝するそうだ。
その他にも、岐阜県の関ヶ原町と滋賀県の多賀町
の町長は、必ず妙円寺にも参拝しに来るという。
まだ伊集院町が存在していた頃、両町長が、旧伊
集院町の町長に、妙円寺への案内を促したことが
あり、その年をきっかけに、毎年妙円寺へも参拝
に来るようになったそうである。
また、妙円寺に記念碑（「石屋真梁五百回大遠
忌記念碑」）が建立されたこともあった。この記
念碑は、1936年、現在の住職の祖父が住職を務
めていたときに、陸軍大将であった町田経宇と、
島津家第 30代目当主である島津忠重によって建
てられたものである。町田経宇氏は、妙円寺の檀
家であり、島津忠重は久光の子孫にあたる人物で
あるそうだ。
島津久光が行なった廃仏毀釈に関しては、負の
遺産としか言いようがない。島津家は様々な血統
に分かれて受け継がれているが、その血筋の中に
は、廃仏毀釈の影響で、現在も神主を務めている
人もいる。その負の遺産の、せめてもの罪滅ぼし
にと、この記念碑は建てられたという。久光の子
孫である忠重が、記念碑の文字を書いてくれたの
には、きっと何らかの意味があるのだろうという
気持ちで、この記念碑のことを受け止めていると
住職は語っていた。
妙円寺は、今の住職が他県の大学を卒業し、鹿
児島県へ帰ってきた頃に、ホームページを開設し
た。インターネットを通じて、正しい歴史を発信
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していくためである。その結果、廃仏毀釈が何を
起したのかということを、大勢の人に見てもらえ
るようになった。また、ホームページの影響で、
新聞社やテレビなどのマスコミも、このことを取
り上げて報道するようになった。次の記事は、妙
円寺詣りの際、妙円寺ではなく徳重神社に参拝す
ることに関して書かれているものである。
薩摩の戦国武将・島津義弘が関ヶ原の戦い
（1600年）で、敵中をしのび、鹿児島市から
義弘の菩提寺の妙円寺があった日置市伊集院
町まで約 20キロを歩く「妙円寺詣り」とい
う行事がある。だが、参拝するのは徳重神
社。妙円寺は明治 2年に廃仏毀釈で焼かれ、
跡地に建てられた徳重神社が神となった義弘
を祭っている。
妙円寺は明治 13年（1880年）に徳重神社の
近くに復興された。義弘の位牌が安置されて
いるが、妙円寺詣りに関われない。「自ら妙
円寺を菩提寺と定めた義弘公にとって、神道
への転向などあずかりならぬこと」と住職の
伊藤憲一さん（62）は憤る。近年は徳重神社
の案内板に妙円寺復興のことが記され、「妙
円寺詣り発祥の禅寺」として知られるように
なってきた。
（『読売新聞』2018年 7月 21日）
市と妙円寺との和解は、少なからずある。今か
ら約 10年前に、「妙円寺は復興しています。妙円
寺詣りの際には、妙円寺にもどうぞお詣りくださ
い」と赤字で書かれた看板が立てられるようにな
った。
これは妙円寺にとって、とても大きな進歩であ
った。そして、今では、外部が作成する妙円寺に
関する文章には、あるルールを設けてもらうよう
にしているという。それは、「妙円寺は島津義弘
の菩提寺である。（現在の徳重神社）」という書き
方は避けるというものである。この書き方をする
と、妙円寺は徳重神社に変わってしまって、現在
も妙円寺は存在しないように解釈されてしまう可
能性がある。そのため、徳重神社と妙円寺につい
ての文章を作成する際には、時代をしっかり分け
て表現するよう促している。
1869年以前に、徳重神社の名前を出す必要は
ない。対して、廃仏毀釈が始まって、妙円寺が復
興するまでの期間には、徳重神社しか登場しない
はずであり、妙円寺が復興してからは、両方の名
前が出てきてもおかしくはない。このように、そ
れぞれの時代に出てくる名前をしっかり分けると
いうルールを作ることで、妙円寺と徳重神社が同
一と見られないように対策しているのである。
以前に比べれば状況が良くなったとはいえ、未
だ正しい歴史を伝えていこうという形にはなって
いないと住職は考えている。なぜなら、現在も、
妙円寺詣りの際に歩く参拝ルートの中に、妙円寺
が含まれていないからである。妙円寺の名前で行
事を行なっているのだから、妙円寺の後に徳重神
社に参るのが筋である。それが実現しないうち
は、妙円寺詣りにも直接参加しないことを決めて
いるという。
もちろん、ホームページ等を活用して、正しい
歴史を発信し続けていく考えであることにも変わ
りはない。現在、ホームページは、スマートフォ
ン等からでも見やすくなるように調整中である。
また、妙円寺は鹿児島市内にある唐湊霊園等にも
出張所があり、それらの情報と繋げてホームペー
ジを作成しようと考えているところだという。そ
れらが完成すれば、また新しい形で更新を行な
い、正しい歴史を発信していこうと考えているそ
うだ。
写真 3-1 石屋真梁五百回大遠忌記念碑。題字は島津
忠重公爵（妙円寺発行のポストカードより）
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第 2節 徳重神社の見解
以下は、2018年 11月 10日の電話により徳重
神社から説明を受けたものである。
「徳重神社の御神体が、妙円寺に安置されてい
た島津義弘の木像となったのは、廃仏毀釈の際に
出された上からの命令に従ったためである。
徳重神社と妙円寺が同一だと勘違いされている
と感じたことは特にない。また、妙円寺が復興し
ている現在も、木像が徳重神社に安置されている
ことや、妙円寺詣りの際に、妙円寺ではなく徳重
神社に参拝する形がとられていることについて
は、すでに一つの「歴史」となっていると考えて
いる」。
第 3節 市の対応
以下は、日置市役所での聞き取りの内容をまと
めたものである。
1993年、妙円寺詣りの開始日時が、旧暦 9月
14日から、10月の第 4日曜日に変更された。旧
暦で行なうと、太陽暦で毎年日時が異なるので、
期日がわかりづらかったことが理由であった。
日曜日の開催になると、以前のように学校行事
として妙円寺詣りに参加することが難しくなる。
しかし、その代わりとして、10月の第 4日曜日
の前後の日に参拝する形へと変わってきている。
毎年、鹿児島市内の生徒たちが、各々の学校等か
ら徒歩で伊集院までやってくる。中には、小学生
が鹿児島市内から歩いてくることもあるという。
それでも、以前のように、鹿児島市内のほとんど
の学校の生徒が参加するのではなく、参加する学
校もあれば、参加しない学校もあるというのが現
状である。
現在の妙円寺詣りは、老若男女問わず様々な
人々が徒歩で参加する行事であり続けているのと
同時に、イベント色が強いものとなっている。妙
円寺詣りの当日行なわれているものの一つに、武
道大会がある。これは、1925年に、鹿児島新聞
社が主催となり、武道大会として剣道大会が行な
われたのが始まりである。それが、のちに、主催
が伊集院町に変わり、現在は日置市、日置市教育
委員会、日置市体育協会、伊集院地域体育協会、
日置市商工会、日置市観光協会が主催となって開
催されている。
行なう種目も、剣道だけではなく、弓道、相撲
競技、空手道、柔道、銃剣道、ゲートボール競技
が行なわれている。昔は、剣道大会・銃剣道大会
・相撲・弓道の競技を、神前で奉納すべきもので
あるとして、徳重神社の境内で行なっていた。し
かし、一部の競技に、外で行なうのはどうなのか
という意見が出たことで、2005年以降、剣道は
伊集院総合体育館、銃剣道は伊集院武道館で実施
されるようになったという。また、相撲と弓道
は、現在も徳重神社内で実施されている。その
他、空手道は伊集院総合体育館、柔道は伊集院小
学校体育館、ゲートボール競技は日置市伊集院健
康づくり複合施設ゆすいん内ふれあい健康センタ
ーにて実施されている。以前は駅伝競走大会も行
なわれていたが、交通規制の関係等が原因で中止
となった。
続いて、日置市の伝統芸能が、奉納行事とし
て、10月の第 4日曜日の前日に徳重神社にて行
なわれている。継続して行なわれているものが、
大田太鼓踊りと、徳重大バラ太鼓踊りという郷土
芸能である。こちらは、両方とも鹿児島県指定無
形文化財に認定されている。その他にも、伊勢神
社奉納棒踊りや吉利北・中・南区太鼓踊り、伊作
太鼓踊り、妙円寺詣りの歌暗唱披露、薬丸野太刀
自顕流が、奉納行事として行なわれている。さら
には、書道や生花などの展示も、徳重神社にて行
なわれている。
そして、2000年には、関ヶ原の戦いから 400
写真 3-2 妙円寺への案内看板
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年を記念して、妙円寺詣りフェスタと呼ばれるイ
ベントが徳重神社内で開催され、以後、今日まで
毎年続けられている。様々なステージイベントの
開催や、ご当地ならではの飲食ブースなどの提供
等が行なわれている。
また、鹿児島市内から歩くイベントも必要であ
るとして、ウォークリーも開催されている。こち
らは、鹿児島市内にある照国神社を出発し、徳重
神社まで歩くというイベントで、商工会の青年部
が中心となって行なわれているものである。これ
がいつごろから開始されたのか正確なことは不明
であるが、3、40年の歴史があるイベントとなっ
ている。
妙円寺詣りで最も目玉となるイベントが、武者
行列である。これは、学舎等の団体が鎧兜を身に
まとい、列となって参拝する行事で、10月の第 4
写真 3-3 大田太鼓踊り
写真 3-4 徳重大バラ太鼓踊り
写真 3-5 ステージイベントの様子
写真 3-6 飲食ブースの様子
写真 3-7 妙円寺詣りのルート
＊「鹿児島三大行事妙円寺詣り」（伊集院歴史を語る
会）より
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日曜日とその前日に行なわれている。参加してい
るのは、鹿児島市学舎連合会、伊集院町妙円寺詣
り武者行列保存会、美山少年隊、永吉南郷会、日
置責善会、吉利妙円寺詣り保存会、市来猶興舎で
あり、特にメインとなるのが、伊集院町武者行列
保存会の武者行列である。この団体は、武者行列
を行なう団体の中で最も大きな団体であり、60
年ほどの歴史があると考えられている。保存会の
成立自体は明確ではないが、元々は地元の大学生
や高校生が中心となっていたのが母体となり、現
在の保存会へと繋がっているという。
妙円寺詣りの際に行なわれる武者行列は、パフ
ォーマンス色の強いものではない。言葉も話さ
ず、顔が見えないように面を被り、厳かな雰囲気
で行なわれるのが特徴である。歩き方や所作など
のしきたりが細かく、当日までにかなりの練習を
積む。
また、武者行列は、妙円寺詣りの際だけではな
く、他の地域で行なうときもある。伊集院町妙円
寺詣り武者行列保存会の活動記録によれば、2018
年 7月 23日に、鹿児島県南さつま市にある竹田
神社において「竹田神社夏祭り」が開催された
際、武者行列を披露した。また、他県へ行って、
武者行列を行なう場合もある。2013年 10月 20
日には、日置市と岐阜県に位置する関ヶ原町とが
兄弟都市となって 50周年ということで、「関ヶ原
祭り 2013」にて武者行列を行なった（伊集院町
妙円寺詣り武者行列保存会 http : //www.synapse.
ne. jp / yonemaru / hozonkai / katudounaiyou / katudou.
htm）。
以上のように、かつては島津義弘の遺徳を偲ぶ
目的で妙円寺詣りを行なっていた人が大多数であ
ったのに対し、現在は一つのイベントとして参加
する人が多いように感じられる。この現状を、危
惧する人々がいるという側面があるそうだ。妙円
寺詣りは、あくまでも遺徳を偲んで夜5）に歩く行
事であるのに、イベントとして捉えるのはどうな
のかと指摘を受けたこともあるという。しかし、
市としては、妙円寺詣りを多くの人々に周知し、
後世に残していくために、時代に沿った形で関連
イベントを開催しており、今後も義弘の遺徳を偲
んで始まり、伝統的に受け継がれてきた歴史ある
地域行事である妙円寺詣り自体は、その精神を後
世に伝承し、形を変えずに守っていきたいと考え
ている。
廃仏毀釈の問題については、市としては、この
ように考えている。
廃仏毀釈の際、廃寺となった妙円寺の跡地に徳
重神社が創建された。同社では、元々、妙円寺に
あった島津義弘の木像を御神体として祀った。
「妙円寺詣り」の名はそのままに徳重神社に参拝
する形で、そのまま継続されたものと考えられ
る。妙円寺再興後も、「妙円寺詣り」が徳重神社
に参拝するという形が一般的に認識され、その行
事名と参拝対象地との齟齬が現在にまで続いてい
る。
さらに、徳重神社へ参拝することが、現在でも
伝統として継続されている点や、現在、ステージ
─────────────────────────────────────────────────────
５）なぜ夜に行なわれていたかについては不明である。
写真 3-8 武者行列の様子
＊鹿児島県日置市公式ホームページ（https : //www.
city. hioki. kagoshima. jp / kanko / kankou / asobu / event-
calendar/oct/myoenjimairi.html）より
写真 3-9 学舎の人々が徳重神社内に集まっている様
子
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イベントや武道大会の一部は徳重神社にて開催さ
れているのだが、これを妙円寺で行なおうとする
と、敷地面積的に難しいという点等が、徳重神社
への参拝が続けられている理由であると考えてい
る。
妙円寺の住職から妙円寺詣りに関する意見をも
らった経験はあるが、市としては、妙円寺を差別
しているとか、徳重神社を優遇しているとか、そ
ういった考えは全くもっていない。市として関わ
っているのは、あくまでも「行事大会」と「フェ
スタ」である。参拝は、宗教的行為でもあるた
め、市から来訪者に対し、特定の参拝場所を指定
し、参拝の誘導・強制をするといったことはでき
ない。そうした点が、本市として関われる「イベ
ント行事」なのか、「伝統祭祀行事」なのかの違
いなのではないかと考える。
加えて、妙円寺詣りは、市が単独で開催してい
る行事ではなく、地元の各団体ともさまざまな連
携をとった上で成り立っているものであるため、
市の担当のみの力でなんとかできる問題ではない
という面もある。
ただ、市としては、政教分離原則のもと、宗教
的な要素の含まれる伝統行事において、特定の宗
教を利するものではなく、また排するものではな
いと考えている。加えて、歴史・文化・観光振興
の側面から、これからも、妙円寺・徳重神社どち
らに対する案内もしていくべきものと考えている
し、妙円寺との話し合いも真摯に行なっていく考
えである。
結 語
本研究は、鹿児島県日置市伊集院町をフィール
ドに、鹿児島三大行事の一つである「妙円寺詣
り」について実地調査を行なうことで、鹿児島県
において、廃仏毀釈が現在に残したものとは何か
を明らかにしたものである。
本研究で明らかになった点は、以下の通りであ
る。
1．明治時代に、鹿児島県で行なわれた廃仏毀釈
により、島津義弘の菩提寺である妙円寺は廃
寺となり、その跡地に徳重神社が創建され
た。その際、元々は妙円寺で行なわれていた
「妙円寺詣り」と呼ばれる行事が、徳重神社
で行なわれるようになった。徳重神社の御神
体は、妙円寺に安置されていた島津義弘の木
像である。廃仏毀釈が終わり、1880年に妙
円寺が復興した以降も、そのまま徳重神社に
参拝する形が継続され、現在に至っている。
2．妙円寺詣りに関する資料の中にある、妙円寺
と徳重神社についての表現には問題があっ
た。そのため、妙円寺と徳重神社を同一だと
勘違いする人々が生じるようになった。
3．妙円寺側は、このような事態になったのに
は、妙円寺と徳重神社を区別して伝えてこな
かった市に非があるのではないかと考えてい
る。妙円寺は、「妙円寺はすでに復興してい
る」という正しい歴史を伝えて欲しいと願っ
ており、ホームページ等を活用して、その旨
を発信している。これにより、市と和解でき
た部分はあるが、未だ正しい歴史を伝えてい
こうという形にはなっていないため、今後も
引き続き発信していきたいと考えている。
4．徳重神社側は、徳重神社の御神体が妙円寺に
安置されていた島津義弘の木像となったの
は、廃仏毀釈の際に上からいわれた命令によ
るものだとしている。妙円寺が復興している
現在まで、木像が徳重神社に安置され続け、
かつ、妙円寺詣りの際に、徳重神社に参拝す
る形がとられていることについては、すでに
一つの「歴史」となっていると考えている。
5．妙円寺詣りの関連行事として、1925年、鹿
児島新聞社伊集院支局主催として開始された
剣道大会は、のちに旧伊集院町の主催とな
り、同町の教育委員会・体育協会・商工会・
観光協会との共催により、剣道のみならず各
種武道大会である「妙円寺詣り武道大会」と
なった。現在も、日置市が同市各関連団体と
の共催で、この「妙円寺詣り武道大会」を運
営している他、「妙円寺詣りフェスタ」の実
行委員会にも参与している。
なお、現在、妙円寺詣りで併催されている
各種関連行事・イベントは、世俗的なイベン
ト色の強いものであり、妙円寺詣りの参拝行
事の伝統性を損なうものだとする批判もあ
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る。
6．廃仏毀釈の問題に対し、市としては、妙円寺
を差別し、徳重神社を優遇しているといった
ことは全くないとしている。ただし、参拝は
宗教的行為であるため、市から参拝場所につ
いて誘導するといったことはできない。今後
も、妙円寺詣りの際には、妙円寺への案内を
していきたいと考えているし、妙円寺との話
し合いも真摯に行なっていきたいと考えてい
る。
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